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3つのこだわりを掘り下げ・究極の「S」へと到達することが・

このポートに課せられた命題だった0

ニュートレンドであるスクエアバウを採用した先進のボディに、

ポートに求められる必須条件を高次元で融合させ、

さらにクルージング・フイツシンク・ステイなど・

マルチプルなアソどの提案をも凝縮させたコンプリート・モ帥

それが、YAMAHAS・qUALOである（

思いのままに脛を操り・心のままに走らせる□

大海原を週末のフィールドにして・自分らしくポートライフを楽しむ8

A叫htng，Anyt■me・AnYWhere

この髄を手に入れることは∴新たな自由を手に入れることに等しい。
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YAMAHAS－qUALO－技術と哲学の結実として。

何か一つの機能や性能を突出させることは、それほど難しいことではない。

いくつもの課題を自らに課し、いくつもの条件をくまなくクリアするために、

時に大腸に発想し、時に試行錯誤や微調整を繰り返しながら、ペストな融合点を見出していく。

そこに、ヤマハの「ものづくり」の真髄はあると言えるだろう。

何も諦めない、何一つ疎かにはしない、という確たる哲学。

そして、時間をかけ培ってきた、デザイン、機能、性能が渾然一体となった技術の粋が、

本艇には脈々と受け継がれているのた。

たとえばトレンドを取り入れたスクエアハウは、デッキ面積の拡大と同時に、

キャビン内パウパースの広さ感の演出にも寄与。

Y．l．B．（ヤマハインテクレーテツトボディ）コンセプトによる左右分割のモールドは、

ハルに彫刻的な表情を与えることを可能にしたと同時に、A．R．8．という新技術を生み出し、

軽量化を実現させている。

また、ハルに刻まれたキャラクターラインは、形状剛性を増し弓董度を確保することに貢献。

その効果を最大限に引き出しながらも、一方では、よりプロポーションを美しく見せるために、

サーフェースのラインを綽妙に抑制し、外観デザインの完成度を高めている。

こうした「合わせ技」があればこそ、本鹿は「TheComplete27teeterJとしての

存在価値を示すことができたのである。
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際立った安定性をもたらす「A．R．B．」

チャインに下向きの角度をつけ、船側にブレード形状を

持つ独自のARB（アンチ・口一リング・ブレード）。

ヤマハ独自のボート開発システム「YPDS」（YAMAHA

PerformanceDeVe10PmentSystem）のシミュL／－シヨン技術と実艇

によるチュ一二ンク技術を駆使し、1mm、10にこだわり抜いた成果が、停泊時の

静止安定性だけでなく、波浪中の横安定性や、航走時の走行安定性も実現した。

機能面での効果にも貢献する「スクエアバウ」

ニューアドバンスドデザインとして注目を集める「スクエアハウ」を採用したことで

今までのボートにはないエクステリア上の圧倒的な存在感を発揮。機能的には船首

チッキエリアが大きく拡大したため、

彗首デッキ上でのロープワーク等の

ノ三業が安心して行える。また、バウフ

レアもそれに伴い拡大し、結果、抜群

の波落とし効果が実現した。さらに

キャビン内バウバースの見た目の広さ

毒の演出に貢献している。

飛躍的な軽量化を実現「ストリンガー構造」

ヤマハの3D設計／型加工技術・構造解析技術を

駆使し、船体強度を維持しながら軽量化を実現する

「ストリンガー構造」を開発。横方向の骨を主体と

するハルクヘッド構造と呼ばれる従来方式の構造に

比べ、縦ロンジと呼ばれるストリンガーを主骨とし、

FRP製とすることで、形状の自由度からの最適レイ

アウトにより船体の無駄な肉を排除。一方でストリ

ンガーの一部に室内床機能を兼務させることで従来

工法比約10～12％の軽量化を実現している。軽量化

によるスピードへの貢献や、燃責の向上はもちろんの

こと、部材の接着行程なとを大幅に省略できること

から環境有害物質（VOC）の発生を大幅に削減。さら

に木材の便萌も抑えることができるなど、環境への

貢献にも効果を発揮する。
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這長
外洋浪渦中横揺れ比較
消当事土算出値

揮発性青書鞠Tの綱1に書与する「VARTM工法」

カラス繊維を閉じた型の中に入れ、負圧を利用して樹脂を注入する成形方′云

「VARTM（VacuumAssIStedReslnTransferMoldlng）」は、スチレンを主とした成形

時の環境有害物質（VOC揮発性有機化合

物）を従来に比べ約90％削減。樹脂に直接

触れないため、作業環境の改善にも貢献

する。S－Q〕ALOでは、このVARTMをハード

トップとトイレウォールに採用している。

環境に配慮した低スチレンゲルコートを採用

FRPの表面仕上に使われるゲルコートは、環境に配慮。YAMAHAS－QUALOでは

一艇あたりのゲルコート全便用量のうち、90％以上にスチレンの含有量を10％

抑えた低スチレンゲルコートを採用している。
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新次元の情報管理システム「コマンドリンク」

工ンシンの状態、航走情報、故障診断、警報、点検メッセージなど、さまざまな

情報を統合。従来よりも少ない数のメーターに、わかりやすく

表示するためモニタリングが容易となる。

クラス最軽量牧1、環境にも配慮した最先端エンジン

スピード＆フュエルメーター

嘉実陸のメーターとは異な√二責了

ハイパワーとコンパクト性を両立させた最先端の4ストロークエンジン、F300BとF250Dを搭載。　　　F300日

「スリーブレスシリンダー」を世界で初めて船外機に採用した他、ボトムカウリンクに軽快な

樹脂素材を使用するなど徹底した軽量・コンパクト設計によりクラス最軽量を達成。

卓越したスピード性能はもちろん、優れた燃費性能により環境にも配慮していることも大きな特長である。

署1当社調べによる（2010年4月現在）225馬力～250馬力の4ストローク船外機との比評

精寿削こコントロールするデジタルネットワークシステム

デジタルネットワークシステムを使った電子制御式スロットル及びシフトを採用。

このシステムは、デジタル通信技術（センサ　ECM・アクチュエータ）を使用することで、

ケーブル摩擦抵抗をなくし、しバー操作荷重を軽くして更に操作の補正を

容易に行うことができる。
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ノキ　スクエアハウの採用により、より広いデッキスペースが実現。ロープワーク等の作業も安心して行えます；　　　ロキャビンドア　と入りかしやすく　開閉時にデッドスヘ‾スが生じないスライドドアですむ

乃イライトハッチlパウハ¶スに新鮮な空気と光を畢り込むためのスカイライトハッチです。　　　　　　　　　ロアプトデッキシャワー（オプション）キヤヒンへの入口にノ言水シャワーを設置0潮や汚れをさっはりと芳し＝二手で

ンルーフ（オプション）空と光と潮風、そして海の開放感をキャビン内でも楽しめます。　　　　　　　　　　　ロスイミングラダー（オプション）ノ毎へのエントリーを容易にするスイミングラダーですC

、ンチクッション〔オプション）海の爽決感を満喫できるアプトペンチにクッションを装胤ソフトな座り心：せが快適です。uソーラーパネル　エアコンへのハノデノー充電をサポートします。（2枚が標準装備となります）

てソド（オフション）身棒へのあたりが柔らかなガンネルサイトバッドを採乳決適な乗り心地を楽しめます。　　　　四陸電・充電器セット（オフション）：茎零からエアコン弓ハッチリーへの急速充電が可能です凸（陸竃ケ‾フんに草書｝′≡

フィンドゥ　スタイリンクを際立たせる美しいラインのサイトウィンドウ。陽射しをさえぎるプライバシーウィントウを　ロイケスハッチ　フィッシングを存分に楽しめる大宮塁のイケスです。

責∴。（左舷）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲモーターウェルボード　エンジンをチルトアップする禁に信」すことか可能d可例式のモ‾夕‾りエルボートモ‾こ≡－

qLOロゴエンブレム　Sカーフを措く八つのフレアと、サイドヒューの柔らかなプロフィールを表現した「S」が　　　　ロダブルスラスター【ハウ＆スタン】（オフシ≡ン）風の強い∃や釦、場所でも、離着岸を容易に行えます＝
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ラウンジシート■肌触りのいい、麻入りのざっくりとした風合いのシート生地が■ルート・掌を高めます。　　　　　　　　ロハンドレール　ステップの脇に設置。上り下りをサポートします。

テーブル（オプション）シンフルな美しさか　洗練されたE口象凸ドリンクホルダーも設けています。　　　　　　　　　ロバウハース　大人二人がゆったりと横になれるスヘース。八つ／トス下には物入れも確保しましこ

琶もたれシート　絶妙な角度がリラックス感を演出ラウノシシートに足を投げ出して座ることもできます三　　　　　　　田マリントイレ　独立トイしルームを設置。着替えにも利顎できるよう広さ、悪さとも克則こ篠貸し宗）て

ギャレーテーブル　併し、やすいギャレーテーブルに、ステノレスの円形ボウルを設定しましたミ　　　　　　　　　　　ロアンダー／トス　左舷下に∴大人でも充分に横になれるアンダーハースを設けました。

コックピット（ダソシュ斤トド＆デジタルメーター）l視認性と機絹性にこだわったコックピット。ベージュのセプラウンド諾　ロアンダーノトス明かり取り恵（オプション）アンクーハースに、明かり取り用の窓を設置しました

スルを採用し、インテリア性も重視しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dパウパースカーテン（オフシヨン）ハウハース′＼の入口を覆うことができるのでプライノてシーの彊喜一：

ワイドドライ／トズシート　ゆったりとした座り心地を楽しめるワイドなトライハーズシート。ラウンシシートと司素材を　ロオーディオ（オブシ≡ン）マリンオーディオを設置。お気に入りの音楽がキャビンライフを彩ります

こ≡することで三内の統‾感を演出しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ充電式マリンエアコンシステム（BE－COOL）エアコンを標準装備しているので室内は常に三三　一

ステアリングl上質感のあるステアリンクを採用しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく、マリンライフを禁しカます。
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E3S3

269m

177m

2207kW（300ps）

350月

示す

ハウハースクソション

パウパ⊥ス下収納

アンダーハースクソション

アンダ【ハースライト

ドライバーシート（ワイト）

ダソシュ本旨調パネル

二一ノーテーブル

ノ㌻乙フナーソツト（F300）

ノノ【乙77－シット（F250）

二一二ノラノL

ノノ　ーターコンセント

′‾1一タンク　350」



【xterior

5

ヤマハ発動機株式会社お客様相談妻　盃画0120－090－819

［正∪く安全こお糾し、たた誓宝器≒諾莞岩浅宝器漂深雪J警EmよくおDたみく7ここノ

三法規とマナーを守り　周囲や自然環境に十分配慮し安全な航行を心かけましょう。慧定期占検整備を確実に

出航前の点検　整備を励行しましょラ　マ安全備品の確認を行い　海技免許検査証書を劇ず携行してください

安全のためライフンヤケントを着用しましよう　や定員を守りましょうゝも天気予朝を確認し、常に気象に注意を払っ

ない航行をしましょう；航行計画をたて、事前にマリーナなどに届けを出しましょうパ認立ち入り禁止水域判樹

頻繁な水軌ま避けましょう▼＝漁業従事者に迷惑をかけないようにしましよう，こ、ノ毎を汚さないようにしましょう

キャヒン肉に伝わる密蒙は予想以上に大きいものです　乗員に気を配り　必要に応じて注意喚起を行ってくだきし、

．gb…　や　い

・⑳YA＝AHA
ヤマハ発動機株式会社

藍三笠憲
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心のままに、心ゆくまで、

クルージンクを楽しめるよう、

ハワフルな走りと優れた環境性能を実現する　l

コモンレール式デイーセルエンジンを搭載。
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嶽三二＿＿卦。斉旧亡…

ヤマハ発動機株式会社お客様相談室　函0120－090－819
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EVC搭載コモンレール式ディーゼルエンジン

1．／CIL＼／O D4－260

優れた走航性能と環境性能を兼ね備えたコモンし－ル式ティーセル1ンシン本膳rl・美しよした。

コモンし一ル方式により、高圧にした燃料をレールl人lに習え、タイミングよく避吋Iなこ■を川し射

、＿　　　することで、パワフルな走りと優れた燃哲性、クリーンな排気奄美軋，さらに、‾」ンジン及
r　　　ぴトランスミッシコンを管理するEVC（エしクトリカルベッヒル　コントロ　ル）システム

l沖．を搭軋たディーゼルエンジンにより、よ。用で、軋いホートフイフを提供しまれ

昔録型式
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今′荒（1

艇体昔日：

完成1■′■1

搭載エンジン

・ト尤丁ンソンHU」

燃料タンク琶完

′箔ノトンノウ円11三

冠二．最

∈3S4

885m

269m

177m

2，402kg

3，102kg

VOLVO D4－260

1910kW（260ps）

350戚

56ゼ

10名

肌冒区相　　　　　　　　　　　　　　　限定沿海

ト

鴇甘　、
」

．
＼
L

r　　「

】

　

■

．
√
－
し
　
′
／

′
H
r
一
．
」
．
．
．

′


